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木
々
の
緑
が
美
し
く
映
え
、
薫

風
が
心
地
よ
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
皆
様
に
は
、
益
々
御
健
勝
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
三
月
に
新
し
い
高

等
学
校
学
習
指
導
要
領
が
示
さ

れ
、
平
成
二
十
五
年
度
入
学
生
か

ら
年
次
進
行
で
段
階
的
に
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
先
立
ち
、
例
え
ば
総
合
的
な
学

習
の
時
間
や
特
別
活
動
は
今
年
度

か
ら
、
数
学
及
び
理
科
に
つ
い
て

は
平
成
二
十
四
年
度
入
学
生
か
ら

先
行
実
施
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
指
導
要
領
改
訂
の
経
緯

を
見
て
み
ま
す
と
、
二
十
一
世
紀

は
「
知
識
基
盤
社
会
」
の
時
代
で

あ
る
と
い
っ
た
認
識
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

知
識
基
盤
社
会
は
「
新
し
い
知

識
や
情
報
、
技
術
が
、
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
領
域
に
お
け
る
活
動
の
基

盤
と
し
て
飛
躍
的
に
重
要
性
を
増

す
社
会
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
お

り
、
必
要
な
情
報
を
収
集
し
活
用

す
る
力
、
状
況
を
見
極
め
判
断
す

る
力
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
創
造

す
る
力
、
さ
ら
に
は
他
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
力
な

ど
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
切
り
拓

い
て
い
く
た
め
の
「
生
き
る
力
」

の
育
成
が
一
層
求
め
ら
れ
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

が
必
要
と
す
る
学
力
の
あ
り
方
を

踏
ま
え
、
生
徒
が
様
々
な
活
動
を

通
じ
て
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
や
必

要
性
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
他

者
を
尊
重
し
思
い
や
る
気
持
ち
を

養
い
、
豊
か
な
人
間
関
係
を
築
く

校 

長
　
勝
又
津
久
志

よ
う
に
と
の
願
い
か
ら
、
今
年
度

の
重
点
目
標
を
「
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
学
び
を
重
ん
じ
、
協
同
的
な

学
び
を
通
し
て
、
生
き
生
き
と
し

た
学
校
づ
く
り
を
目
指
す
」
と
定

め
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
生
徒
の
自
発
性

や
協
調
性
を
育
む
「
魅
力
あ
る
授

業
づ
く
り
」
や
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
進
路
希
望
の
実
現
に
向
け
た

「
き
め
細
か
な
進
路
指
導
」
等
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
中
で
も
二
年

目
と
な
る
「
協
同
的
な
学
び
」
に

よ
る
授
業
は
、
昨
年
度
の
成
果
や

課
題
を
踏
ま
え
一
層
の
充
実
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
授

業
公
開
等
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
多
く
の
皆
様
に
御
来
校
い

た
だ
き
、
御
意
見
や
励
ま
し
の
言

葉
な
ど
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に

存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
明
治

三
十
五
年
の
開
校
か
ら
百
十
年
と

い
う
節
目
の
年
が
近
づ
い
て
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
伝
統
あ

る
本
校
に
赴
任
し
ま
し
た
こ
と
を

光
栄
に
感
じ
ま
す
と
と
も
に
、
心

豊
か
で
た
く
ま
し
い
生
徒
の
育
成

を
目
指
し
、
魅
力
溢
れ
る
学
校
づ

く
り
に
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
温
か
い
御

支
援
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

未
来
を
切
り
拓
く

日　　時	 平成22年７月11日（日）　午後４時
場　　所	 ホテル沼津キャッスル
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沼津キャッスル

　

沼
津
城
北
高
校
の
同
窓
生
の
皆

様
に
は
、
学
校
行
事
を
は
じ
め
何

か
と
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
特

に
、
沼
津
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
と
（
財
）
愛
鷹
山
組
合
記
念
沼

農
会
に
は
、
長
年
に
わ
た
り
城
北

高
校
育
英
資
金
に
多
大
な
ご
支
援

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

育
英
資
金
を
受
け
ま
し
た
卒
業
生

や
在
校
生
の
励
み
と
な
っ
て
い
ま

す
こ
と
に
、
改
め
て
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
の
我
が
校
の
志
願

者
数
は
定
員
を
多
少
上
回
る
程
度

で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、
政
権

交
代
に
よ
る
、
公
立
高
校
の
授
業

料
無
料
化
に
よ
る
影
響
な
の
か
、

今
年
の
志
願
者
は
定
員
を
遥
か
に

上
回
る
二
五
三
名
の
応
募
が
あ

り
、
二
〇
五
名
の
新
入
生
が
入
学

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
多
く

の
生
徒
が
我
が
母
校
を
希
望
さ
れ

る
よ
う
、
校
長
先
生
を
は
じ
め
諸

先
生
方
の
積
極
的
な
ご
指
導
と
在

校
生
の
学
業
は
も
と
よ
り
部
活
を

含
め
た
様
々
な
分
野
で
の
活
躍
を

大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
授
業
料
無
償
化
は
、
教

科
書
や
学
校
関
係
費
用
等
の
全

て
が
無
償
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

将
来
の
地
域
社
会
を
支
え
る
若
者

の
人
材
育
成
へ
の
支
援
は
、
大
い

に
推
進
す
る
べ
き
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

在
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
授
業

料
が
無
償
と
は
言
え
、
自
分
の
夢

や
希
望
を
叶
え
る
に
は
、
自
分
自

身
に
「
自
分
は
何
に
な
り
た
い

か
」
を
問
い
か
け
、
私
は
こ
う
な

り
た
い
と
思
い
描
き
、
そ
の
思
い

を
成
し
遂
げ
る
に
は
何
を
す
べ

き
か
を
考
え
、
基
礎
的
勉
強
を

怠
る
こ
と
な
く
「
志
」
を
成
し
遂

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　

今
を
生
き
る
私
た
ち
に
大
切
な

こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
境
遇
に
置

か
れ
て
も
「
無
理
だ
」
と
思
え
ば

可
能
な
こ
と
さ
え
も
何
も
出
来
ま

せ
ん
。
何
事
も
あ
き
ら
め
る
こ
と

な
く
、
一
歩
一
歩
目
標
に
向
け
て

努
力
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
変
厳
し
い
経
済
環
境
で
あ
り

ま
す
が
、
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、

こ
れ
か
ら
も
沼
津
城
北
高
校
を
ご

支
援
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

同 窓 会 総 会 御 案 内 　　

 ｢

高
校
授
業
料
無
償
化｣

同
窓
会
長
　
渡
辺
忠
昭
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同
窓
会
員
だ
よ
り

二
〇
一
〇
年
四
月
三
日

熱
い
夜
だ
っ
た
…
。 

年
末
に
酒
の
席
か
ら
生
ま
れ
た
「
第
一

回
松
濤
音
楽
祭
」。 

企
画
創
案
者
〝
神
坂
超
星
〟
さ
ん
は
気

合
い
が
入
っ
て
い
る
の
か
十
六
時
三
十

分
過
ぎ
に
は P-STAGE

入
り
、
そ
し
て

念
入
り
な
音
出
し
。 

〝
内
田
雄
大
〟
く
ん
と
〝
カ
ウ
チ
ポ
テ
ト
〟

く
ん
も
十
九
時
前
に
は
到
着
。 

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
〝
内
田
雄
大
〟
く

ん
（
平
14
卒
）。 

普
段
は
キ
ー
ボ
ー
ド
使
用
の
演
奏
が
多

い
が
こ
の
日
は
ピ
ア
ノ
の
弾
き
語
り
。 

壮
大
な
感
じ
の
イ
ン
ス
ト
に
ラ
ブ
バ

ラ
ー
ド
の
弾
き
語
り
、
見
事
に
ト
ッ
プ

の
大
役
を
務
め
て
く
れ
る
。 

そ
し
て
二
番
手
は
自
分〝
よ
こ
ぴ
ー
〟（
昭

59
卒
）。 

ま
ず
は
挨
拶
代
わ
り
の
「
四
十
路
」。 

だ
い
ぶ
知
れ
渡
っ
た
の
か
最
後
の
「
よ

そ
じ
」
コ
ー
ル
も
自
然
発
生
。
お
約
束

か
い
つ
の
ま
に
か
「
よ
そ
じ
」
は
「
よ

こ
ぴ
ー
」
コ
ー
ル
に
。 

二
曲
目
は
松
濤
音
楽
祭
と
い
う
こ
と
で

高
校
時
代
に
書
い
た
ラ
ヴ
ソ
ン
グ
を
。

ま
だ
純
情
だ
っ
た
高
校
三
年
生
の
冬
に

授
業
中
に
書
い
た
曲
「Last M

em
ory

」 

改
め
て
歌
詞
を
読
む
と
綺
麗
な
言
葉
の

羅
列
に
こ
っ
恥
ず
か
し
い
が
…
。 

三
曲
目
は
こ
の
時
期
に
あ
わ
せ
て
長
渕

剛
の
「
卒
業
」
を
。
当
初
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
中
心
に
唄
お
う
と
思
っ
て
い
た
が
テ

レ
ビ
で
長
渕
のLIVE

を
見
て
か
ら
妙
に

長
渕
を
唄
い
た
く
な
り
セ
ッ
ト
を
大
幅

変
更
。
五
曲
目
を
唄
い
終
わ
り
終
了
～

と
、
思
い
き
や
自
分
か
ら
ア
ン
コ
ー
ル

を
！ 

〝
高
田
エ
ー
ジ
〟さ
ん
の「
永
遠
」を
唄
う
。 

エ
ー
ジ
さ
ん
よ
り
〝「
永
遠
」
の
伝
道
師
〟

の
認
定
も
受
け
こ
の
日
も
お
客
様
と
唄

い
皆
で
大
合
唱
！ 

課
題
も
ま
た
い
ろ
い

ろ
見
つ
か
っ
た
が
と
っ
て
も
気
持
ち
の

良
い
時
間
だ
っ
た
。

そ
し
て
三
番
手
は
〝
カ
ウ
チ
ポ
テ
ト
〟

く
ん
（
平
14
卒
）。 

今
で
は
県
内
で
も
有
数
の
人
気
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
！ 

柔
ら
か
な
語
り
口
で
皆
を

惹
き
込
ん
で
い
く
。
高
校
入
学
の
経
緯

の
話
し
の
後
で
唄
っ
た
「
背
中
」
は
何

度
も
聴
い
て
い
る
が
名
曲
だ
。 

そ
し
て
大
ト
リ
は
大
先
輩
〝
神
坂
超
星
〟

さ
ん
（
昭
55
卒
）。 

気
合
い
入
り
ま
く
り
に
は
大
き
な
理
由

が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
愛
妻
〝
神
坂
李
々
〟

の
誕
生
日
が
こ
の
日
だ
っ
た
か
ら
だ
！ 

サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
ケ
ー
キ
も
用
意
。 

そ
し
て
手
紙
の
朗
読
を
…
。 

こ
の
日
の
〝
超
星
〟
さ
ん
は
い
つ
も
と

違
い
何
だ
か
カ
ッ
コ
良
い
！ 

渋
い
聴
か

せ
る
唄
が
か
な
り
良
か
っ
た
。 

そ
し
て
最
後
は
出
演
者
全
員
で
〝
と
ん

ぼ
〟
を
！ 

当
日
一
回
だ
け
の
リ
ハ
で
結

構
グ
ダ
グ
ダ
な
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
が
四
人
で
気
持
ち
良
く
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
！ 

同
窓
会
Ｈ
Ｐ
事
務
局
の
方
も
取
材
に
来

て
く
れ
た
「
松
濤
音
楽
祭
」 

。
こ
の
先
ど

う
成
長
さ
せ
て
い
け
る
か
…
？ 

次
回
は
新
し
い
出
演
者
も
募
り
更
に

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
「
松
濤
音
楽

祭
」
に
な
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！ 

夢
は
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
。 

今
後
の
「
松
濤
音
楽
祭
」
に
ご
期
待
く

だ
さ
い
。 

■
内
田
雄
大
（
う
ち
だ
ゆ
う
だ
い
）（
平
14
普
卒
）

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

中
学
の
頃
に
、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
と
出

会
い
、
独
学
で
鍵
盤
楽
器
を
覚
え
、
作

曲
も
始
め
る
。 

高
校
以
降
、
キ
ー
ボ
ー
ド
プ
レ
イ
ヤ
ー

と
し
て
バ
ン
ド
＆
ラ
イ
ブ
活
動
を
行
う

一
方
、
作
編
曲
、
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
等

の
制
作
活
動
も
行
う
。 

T
e

e
n

s
M

u
s

ic
F

e
s

tiv
a

l(

現

M
usicRevolution)

で
は
ベ
ス
ト
キ
ー

ボ
ー
デ
ィ
ス
ト
賞
等
受
賞
。 

高
校
卒
業
後
は
、
作
曲
家
を
目
指
し
、

楽
曲
創
作
活
動
を
主
と
し
、
イ
ン
デ
ィ
ー

ズ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
バ
ン
ド
の
楽
曲
編

曲
、
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
演
奏

等
、
裏
方
で
の
活
動
を
行
い
、
自
身
も

ソ
ロ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
精
力
的
に

活
動
し
て
い
る
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
サ
ウ
ン

ド
ク
リ
エ
イ
タ
ー

【
関
わ
っ
て
き
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
／
イ
ベ
ン
ト
等
】 

石
井
雄
二
・
鈴
鳴
り
・
軟
派
硬
派
・

glacyka

・
南
谷
龍
樹
・
泉
美
剛

デ
ザ
イ
ン
学
校
生
に
よ
り
行
わ
れ
た
自

主
企
画
映
像
展
覧
会｢m

ovoir｣
の
映

像
音
楽
の
提
供 etc･･･ 

そ
し
て
城
北
卒
業
生
で
も
あ
る
カ
ウ
チ

ポ
テ
ト
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。 

内
田
雄
大
メ
イ
ン
サ
イ
ト

http://ip.tosp.co.jp/i.asp?i=yhudays 

楽
曲
試
聴
サ
イ
ト(M

ySpace

サ
イ
ト)

h
ttp

://w
w

w
.m

y
sp

a
ce

.co
m

/
yhudaiuchida 

【
近
況
】

現
在
は
「
グ
ラ
ベ
リ
ー
」
と
い
う
二
人

ユ
ニ
ッ
ト
を
メ
イ
ン
に
ラ
イ
ブ
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

YouTube

に
て
グ
ラ
ベ
リ
ーPV

映
像UP

中
↓

h
ttp

://w
w

w
.y

o
u

tu
b

e
.co

m
/

w
atch?v=ezqiO

aVcRbY 
m

ixi

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご

参
加
下
さ
い
！

http://m
ixi.jp/view

_com
m

unity.
pl?id=4932017 

よ
こ
ぴ
ー

■
横
井
英
明
（
よ
こ
い
ひ
で
あ
き
）（
昭
59
普
卒
）

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】 

高
校
時
代
は
野
球
部
に
所
属 

一
回
戦　

VS
清
水
工
業

　
　
　
　

９-

２ 

7
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち 

二
回
戦　

VS
袋
井
（
シ
ー
ド
校
）

　
　
　
　

２-

３ 

敗
退 

立
正
大
学
で
は
準
硬
式
野
球
部 

卒
業
後
、
某
広
告
会
社
に
就
職 

平
成
四
年
に　

'90 VALEN
TAIN

 

平
成
八
年
に　

大
手
町
に
居
酒
屋

　
　
　
　
　
　
〝
元
気
屋
〟
を
オ
ー
プ
ン 

平
成
二
十
年
に　

PLAYER'S BAR

　
　
　
〝 P-STAGE 

〟 

を
オ
ー
プ
ン 

現
在
プ
ロ
・
ア
マ
のLIVE

の
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
を
し
、P-STAGE

に
て
開
催
。 

自
ら
も
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
のLIVE

で

東
部
各
地
の
ラ
イ
ヴ
ハ
ウ
ス
で
唄
っ
て

い
る
。 

平
成
七
年
に
は
〝
第
十
回
サ
ハ
ラ
マ
ラ

ソ
ン
〟・〝
秋
田
一
〇
〇
km
マ
ラ
ソ
ン
〟

完
走
。 

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
や
マ
ラ
ソ
ン

も
趣
味
で
レ
ー
ス
に
参
加
。 

沼
津
野
球
連
盟
Ａ
ク
ラ
ス
〝
ス
ワ
ロ
ー

ズ
〟
所
属 

沼
津
城
北
高
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
長 

（
社
）
日
本
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
協
会
関
東
地

区
本
部
沼
津
支
部
渉
外
事
業
部
長 

「P-STAGE

は
普
段
は
誰
で
も
気
軽
に
楽

し
め
るBAR

で
す
。
ご
要
望
に
よ
っ
て
オ

リ
ジ
ナ
ル
カ
ク
テ
ル
も
お
創
り
し
ま
す
。

そ
し
て
生
ピ
ア
ノ
・
ギ
タ
ー
が
常
設
さ

れ
て
い
る
の
で
手
軽
に
演
奏
も
で
き
ま

す
。
月
に
５
～
６
本
の
プ
ロ
のLIVE,
そ

し
て
ア
マ
チ
ュ
ア
向
け
の
参
加
型LIVE

も
開
催
中
。
お
酒
の
好
き
な
方
、
音
楽

好
き
な
演
奏
を
す
る
方
も
聴
く
方
も
是

非
、
一
度
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。」 

P-STAGE　

 

静
岡
県
沼
津
市
大
手
町
４-

５-

９

ニ
ュ
ー
東
新
エ
イ
ト　

2
階 

TEL&
FAX

 055-952-4570 
H

P　

http://w
eb.thn.jp/p-stage/ 

よ
こ
ぴ
ー
ブ
ロ
グ

http://am
eblo.jp/p-yokop/

 

癒
し
癒
さ
れ
ポ
ッ
プ
ス

カ
ウ
チ
ポ
テ
ト

■
勝
又
勇
旭
（
か
つ
ま
た
ゆ
う
き
）（
平
14
普
卒
）

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

一
九
八
四
・
二
・
二
七
生
ま
れ　

静
岡
県
出
身

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
。

癒
し
と
い
う
信
頼
を
信
じ
、「
物
」
を
通

し
て
日
々
の
感
情
を
唄
う
。

＝
今
ま
で
の
音
楽
＝

二
〇
〇
〇
年
よ
り
様
々
な
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
サ
ポ
ー
ト
ギ
タ
リ
ス
ト
と
し
て
参

加
す
る
。

二
〇
〇
二
年
三
月
、
ソ
ロ
ア
ル
バ
ム
「
追

い
風
」を
発
表
。
唄
を
う
た
い
は
じ
め
る
。

同
年
九
月
シ
ン
グ
ル「
波
の
花
」を
発
表
。

二
〇
〇
三
年
一
月
、
カ
ウ
チ
ポ
テ
ト
結

成
。
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
は
リ
ッ
ケ
ン
バ
ッ

カ
ー
。

二
〇
〇
四
年
グ
リ
コ
「
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｍ
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ソ
ン
グ
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
」
を
担
当
。

二
〇
〇
八
年
十
二
月
、
カ
ウ
チ
ポ
テ
ト

が
自
身
の
ソ
ロ
ユ
ニ
ッ
ト
と
な
る
。

【
近
況
】

昨
年
夏 

ニ
ュ
ー
シ
ン
グ
ル
「
富
士
山
」　

三
曲
入
り
一
〇
〇
円
。 

四
月
二
十
五
日
に
自
身
初
と
な
る
Ｄ
Ｖ

Ｄ
「
２
２
３
ラ
イ
フ
」
を
発
売
。

ラ
イ
ブ
会
場
に
て
発
売
中
！ 

カ
ウ
チ
ポ
テ
ト
Ｈ
Ｐ

http://couchpo.hanabie.com
  

視
聴
サ
イ
ト

http://w
w

w
.m

yspace.com
/couchpo 

コ
ラ
ム
（
月
２
回
更
新
）

http://blog-couchpo.jugem
.jp/ 

松
濤
音
楽
祭
を
企
画
し
出
演
し
た

創
造
音
楽
研
究
会
　
会
長
　
神
坂
超
星 

■
本
名
は
葦
原
範
一
（
あ
し
は
ら
の
り
か
ず
）

（
昭
55
普
卒
）

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

一
九
七
六
年　

ギ
タ
ー
を
始
め
ま
し
た 

一
九
七
八
年　

静
岡
県
立
沼
津
北
部
高

等
学
校
文
化
祭
・
松
濤
祭
に
フ
ォ
ー
ク

ソ
ン
グ
部
の
助
っ
人
と
し
て
出
演
。

卒
業
後
、
ギ
タ
ー
練
習
と
楽
曲
制
作
。 

二
〇
〇
七
年　

沼
津
某
所
に
て
神
坂
超

星
（
か
み
さ
か
ち
ょ
う
せ
い
）
と
い
う

名
前
で
ラ
イ
ブ
デ
ビ
ュ
ー
。 

二
〇
〇
八
年　

創
造
音
楽
研
究
会
を
立

ち
上
げ
、
会
長
に
就
任
。 

神
坂
超
星
と
い
う
名
前
で
ラ
イ
ブ
デ

ビ
ュ
ー
し
て
か
ら
、
沼
津
、
富
士
、
御

殿
場
な
ど
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
や
カ
ラ
オ

ケ
ス
ナ
ッ
ク
、 

地
区
公
民
館
、
老
人
慰
安

会
な
ど
に
赴
き
、
積
極
的
に
音
楽
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
ラ
イ
ブ
の
様
子
は
パ
ソ
コ
ン

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トYou Tube

に
て
配
信

中
。「
神
坂
超
星
」
で
検
索
し
て
み
て
下

さ
い
。 

二
〇
〇
九
年
九
月
と
二
〇
一
〇
年
五
月

に
大
先
輩
で
あ
る
、
昭
和
三
十
三
年
卒

庄
司
清
和
さ
ん
の
起
業
し
た
御
殿
場
高

原
ビ
ー
ル
の
オ
ト
ナ
バ
ン
ド
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
連
続
出
場
を
し
ま
し
た
。 

一
回
目
、
二
回
目
共
に
神
坂
超
星
作
詞
・

作
曲
の
御
殿
場
高
原
ビ
ー
ル
の
テ
ー
マ

ソ
ン
グ
的
な
「
御
殿
場
天
国
」
と
い
う

曲
を
演
奏
し
ま
し
た
！
！
！
庄
司
さ
ん

と
お
会
い
し
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

も
し
も
庄
司
さ
ん
が
こ
の
記
事
を
読
ん

で
下
さ
っ
て
い
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。 

同
窓
生
の
皆
様
、
僕
を
は
じ
め
、
よ
こ

ぴ
ー
、
カ
ウ
チ
ポ
テ
ト
、
内
田
雄
大
の

四
名
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

「
第
一
回
　
松
濤
音
楽
祭 in P-STAGE

」

横

井

英

明
（
昭
59
普
卒
）　
　

撮影：草場友光（平11普卒）
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思
い
出
す
こ
と
な
ど

大
島
文
弘
（
昭
41
普
卒
）

　

学
校
名
も
沼
津
農
業
高
等
学
校
か
ら

北
部
高
等
学
校
と
改
名
さ
れ
、
第
一
期

の
普
通
科
生
と
し
て
入
学
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
〈
自
分
を
発
掘
せ
よ
〉〈
自
分
を
偽
る

な
〉〈
明
日
の
た
め
に
鍛
え
よ
〉
を
モ
ッ

ト
ー
に
鍛
え
ら
れ
た
こ
と
、
農
業
学
校

の
関
係
で
農
産
物
が
販
売
さ
れ
、
新
鮮

な
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、

学
校
の
山
（
足
高
演
習
林
）
へ
行
き
下

刈
り
作
業
を
し
た
こ
と
、
ま
た
学
校

の
南
側
で
は
東
海
道
新
幹
線
の
工
事
が

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
間
に
合
う
よ
う
に
急

ピ
ッ
チ
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
等
々
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

思
う
に
、
私
は
人
生
運
の
い
い
男
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　

高
度
成
長
期
と
言
う
時
代
背
景
も
味

方
し
て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
今
で
は

な
か
な
か
な
れ
な
い
公
務
員
と
し
て
、

沼
津
消
防
に
入
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

考
え
て
み
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
道
に

進
む
こ
と
が
で
き
る
普
通
科
に
入
っ
た

以
上
、
や
は
り
上
を
目
指
し
た
い
と
い

う
意
欲
が
私
な
り
に
も
二
年
生
の
頃
か

ら
次
第
に
高
ま
っ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　

進
学
の
希
望
の
仲
間
は
十
人
に
も
満

た
な
い
少
数
だ
っ
た
が
、
担
任
の
川
合

英
雄
先
生
、
稲
伸
博
先
生
の
ご
助
言
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
や
る
気
の
あ
る
連

中
同
士
、
協
力
、
励
ま
し
合
っ
て
、
な

ん
と
か
そ
れ
ぞ
れ
が
希
望
と
す
る
大
学

に
進
め
た
こ
と
、そ
れ
が
最
大
だ
ろ
う
か
。

　

学
べ
る
時
に
は
学
ん
で
お
く
と
言
う

こ
と
が
、
つ
く
づ
く
大
切
だ
と
思
わ
れ

た
。
次
に
思
わ
れ
る
こ
と
と
言
っ
た
ら

人
生
に
は
人
と
の
出
合
い
が
そ
の
人
の

一
生
を
左
右
す
る
と
言
う
こ
と
だ
ろ
う
。

強
い
風
雨
の
日
に
も
濡
れ
な
が
ら
根
方

街
道
を
自
転
車
で
一
緒
に
通
っ
た
友
人

や
、
写
真
部
の
友
人
た
ち
と
の
深
い
交

わ
り
な
ど
、
ま
た
大
学
時
代
と
な
る
と

寮
生
活
の
中
で
、
酒
を
飲
み
な
が
ら
議

論
し
合
っ
た
仲
間
た
ち
な
ど
、
今
思
う

と
そ
れ
ら
全
て
が
私
の
糧
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

現
在
は
退
職
し
て
、
土
い
じ
り
な
ど

を
し
た
り
、
好
き
な
こ
と
を
し
て
恵
ま

れ
た
日
々
を
送
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も

北
部
高
校
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
大
学

へ
進
み
、
そ
し
て
地
方
公
務
員
と
い
う

職
責
を
全
う
し
た
か
ら
と
思
っ
て
い
る
。

　

普
通
科
第
一
期
生
と
し
て
、
母
校
の

益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。

恩
　
師

小
早
川
葊
幸
（
昭
43
普
卒
）

　

城
北
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
、

四
十
二
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
学
校
か
ら

の
同
窓
会
報
で
年
度
部
活
動
成
績
一
覧

を
見
る
と
レ
ス
リ
ン
グ
の
成
績
が
圧
倒

的
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
う
れ
し
い
限

り
で
す
。
思
い
起
こ
せ
ば
、
入
学
式
を

終
え
て
の
ク
ラ
ブ
活
動
紹
介
で
新
任
教

師
で
あ
る
鳥
居
先
生
が
レ
ス
リ
ン
グ
部

を
創
部
し
た
い
と
熱
心
に
勧
誘
さ
れ
、

三
年
間
真
面
目
に
や
れ
ば
必
ず
国
体
に

出
し
て
や
る
、
と
言
う
言
葉
を
信
じ
て

十
五
人
位
が
入
部
し
ま
し
た
。
先
生
は

大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
で
バ
リ
バ
リ

の
現
役
レ
ス
ラ
ー
で
し
た
。
実
力
は
全

日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
目
ざ
し
て
い
た
強
豪
で
し
た
。
創
部

時
は
レ
ス
リ
ン
グ
設
備
は
何
も
無
く
柔

道
部
が
破
棄
し
た
破
れ
畳
を
持
っ
て
来

て
、
腕
立
て
臥
せ
や
腹
筋
な
ど
基
礎
体

力
練
成
で
し
ご
か
れ
、
私
達
は
身
体
中

筋
肉
痛
で
階
段
の
上
り
下
り
に
も
激
痛

が
走
り
涙
が
出
る
思
い
で
し
た
。

　

三
ヶ
月
し
て
試
合
が
有
り
焼
津
市
で

の
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
レ
ス
リ

ン
グ
パ
ン
ツ
、
シ
ュ
ー
ズ
等
は
無
く
海

水
パ
ン
ツ
に
裸
足
と
い
う
姿
で
出
場
し
、

出
る
と
負
け
で
お
よ
そ
試
合
に
成
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
只
一
人
二
年
生
の
大

川
先
輩
が
判
定
勝
ち
を
し
て
驚
き
と
共

に
大
変
勇
気
が
出
ま
し
た
。
帰
り
に
先

生
か
ら
餃
子
を
腹
一
杯
ご
馳
走
に
成
り

ま
し
た
。

　

夏
に
は
先
生
の
母
校
、
国
士
舘
大
学

か
ら
古
い
レ
ス
リ
ン
グ
マ
ッ
ト
を
貰
い

光
長
寺
で
合
同
合
宿
を
行
い
大
学
生
の

技
の
ス
ピ
ー
ド
、
タ
イ
ミ
ン
グ
、
力
強

さ
に
驚
き
ま
し
た
。
夢
中
で
練
習
を
重

ね
た
お
陰
で
、
試
合
で
少
し
ず
つ
勝
て

る
様
に
も
な
り
現
在
の
城
北
レ
ス
リ
ン

グ
の
基
礎
が
出
来
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

私
も
三
年
生
に
な
り
先
生
の
創
部
時
の

約
束
ど
お
り
国
体
に
も
出
場
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
先
生
か
ら
は
レ
ス
リ
ン

グ
を
通
じ
て
人
間
の
生
き
方
を
学
び
、

私
の
人
生
で
最
も
影
響
を
受
け
た
人
で

あ
り
尊
敬
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
も
還
暦
を
迎
え
定
年
退
職
し
ま
し

た
。
四
月
に
デ
パ
ー
ト
に
買
い
物
に
出

掛
け
、
そ
こ
で
偶
然
に
も
先
生
ご
夫
妻

に
出
合
い
、
買
い
物
で
す
か
と
尋
ね
る

と
、
お
前
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
買
い
に

来
た
、
と
の
事
で
支
払
い
が
済
む
と
そ

の
ま
ま
奥
様
か
ら
手
渡
さ
れ
見
る
と
定

年
祝
、
還
暦
祝
と
記
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
先
生
は
お
前
に
手
渡
す
手
間
が
省

け
た
と
笑
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

先
生
ご
夫
妻
の
気
持
ち
の
あ
り
が
た

さ
に
、
後
ろ
姿
に
そ
っ
と
手
を
合
わ
せ

ま
し
た
。

平成21年度部活動成績一覧
レスリング

望　月　　　槙
　県大会の結果

静岡県高校生レスリング選手権大会初心者の部60㎏級優勝、
県高校総体出場

葊　瀨　理　夏
　東海大会以上の結果

全日本クイーンズカップレスリング大会出場
　原　皐　希

　県大会の結果
静岡県高校生レスリング選手権大会有段者の部55㎏級3位
静岡県高校新人レスリング大会55㎏級2位

　東海大会以上の結果
JOCジュニアレスリング選手権大会出場
全国高等学校選抜レスリング大会東海地区予選2位
入賞

府　川　晃　己
　県大会の結果

静岡県高校生レスリング選手権大会初心者の部74㎏級2
位、県高校総体出場

　東海大会以上の結果
全国高等学校選抜レスリング大会東海地区予選出場

安　澤　和　哉
　県大会の結果

静岡県高校生レスリング選手権大会初心者の部55㎏
級出場

小　島　　　猛
　県大会の結果

県総体グレコ大会50㎏級3位
県高校新人レスリング大会2位

　東海大会以上の結果
JOCジュニアレスリング選手権大会出場
全国高等学校選抜レスリング大会東海地区予選3位
入賞

眞　田　一　仁
　県大会の結果

県高校総体出場
　東海大会以上の結果

JOCジュニアレスリング選手権大会出場
杉　本　逸　太
　県大会の結果

県総体グレコ大会66㎏級優勝
　東海大会以上の結果

東海高校総体フリースタイル66㎏級2位、グレコローマン
スタイル66㎏級優勝

囲碁・将棋

長　瀬　将　輝
坂　井　　　佑

庄　司　大　輝
　県大会の結果

第20回静岡県高等学校将棋新人戦　団体戦出場
芹　沢　裕　弥
佐　藤　　　巧
　県大会の結果

第40回静岡県高等学校将棋選手権大会　団体戦出場
大　沼　周　平
　県大会の結果

第40回静岡県高等学校将棋選手権大会　個人戦・団
体戦出場

弓　　道

髙　田　実　里
中　山　美　咲
市　川　真　依
古　屋　舞　子
田　中　　　希
　県大会の結果

全国選抜県大会出場（個人・団体）
柄　谷　早　紀
　県大会の結果

インターハイ個人出場
芹　澤　愛　子
鈴　木　美津保
坂　本　結　佳
持　田　瑞　穂
　県大会の結果

インターハイ団体4位
　東海大会以上の結果

東海総体団体2位
曽　根　美貴子
杉　山　智　美
杉　山　智　里
　県大会の結果

インターハイ団体4位・国体ベスト4
　東海大会以上の結果

東海総体団体2位

女子テニス

伊　藤　優　花
山　本　夏　未
　県大会の結果

新人戦団体戦ダブルス1として出場
杉　本　実　優
杉　田　　　梢
　県大会の結果

新人戦団体戦ダブルス2として出場
鈴　木　理　沙
　県大会の結果

新人戦シングルス1回戦敗退

新人戦ダブルス1回戦敗退
新人戦団体戦1回戦シングルス2として出場

筒　井　絵里加
　県大会の結果

総体団体戦2・3回戦にシングルス2として出場
新人戦シングルス1回戦敗退
新人戦ダブルス1回戦敗退
新人戦団体戦１回戦シングルス1として出場

冨　田　　　遥
　県大会の結果

新人戦団体戦シングルス3として出場
湯　山　美　穂
　県大会の結果

総体団体戦2・3回戦にダブルスとして出場しともに
勝利

松　村　舞　彩
　県大会の結果

総体団体戦2・3回戦ダブルスとして出場しともに勝
利
総体シングルス1回戦敗退
総体ダブルス2回戦敗退

勝間田　千　丈
　県大会の結果

総体団体戦2・3回戦シングルス1として出場し、2回
戦は勝利、3回戦は敗退
総体シングルス1回戦敗退
総体ダブルス2回戦敗退

男子テニス

栗　林　泰　広
西　田　紀　行
　県大会の結果

静岡県高等学校新人体育大会テニス競技団体の部1
回戦敗退・ダブルス2回戦敗退

手　綱　正　晃
　野　孝　昭

菅　原　拓　馬
髙　山　慶　太
山　田　祐　也
　県大会の結果

静岡県高等学校新人体育大会テニス競技団体の部1
回戦敗退

渡　邉　寛　斗
　県大会の結果

静岡県高等学校新人体育大会テニス競技団体の部1
回戦敗退・ダブルス1回戦敗退

川　口　貴　之
　県大会の結果

静岡県高等学校新人体育大会テニス競技団体の部1
回戦敗退・ダブルス1回戦敗退・シングルス1回戦敗退

山
本
一
喜
氏

旭
日
小
綬
章
叙
勲
受
章

　
同
窓
会
顧
問（
前
会
長
）山
本
一
喜
氏

（
昭
29
園
）は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
、

自
治
功
労
に
よ
り
、
旭
日
小
綬
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。
八
月
二
日
、
叙
勲
受

章
記
念
祝
賀
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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◎
収
入
の
部

科　　目 予算額(Ａ) 決算額(Ｂ) 比較増減額(B-A) 備　　考
会費徴収 1,387,200 1,368,000 △19,200
　会費徴収 1,387,200 1,368,000 △19,200 @2,400円×570
事業収入 696,500 693,000 △3,500
　同窓会名簿 696,500 693,000 △3,500 名簿売り上げ
　会報諸収入 0 0 0
　そ　の　他 0 0 0
雑収入 201,438 216,180 14,742
　受取利息 1,438 180 △1,258 預金利息
　総会負担金 200,000 216,000 16,000 総会参加者会費
　雑　収　入 0 0 0
繰越金 159,862 159,862 0
　繰　越　金 159,862 159,862 0 前年度繰越金
繰入金 2,500,000 2,500,000 0
　繰　入　金 2,500,000 2,500,000 0 同窓会積立金より

合　　　計 4,945,000 4,937,042 △7,958

◎
収
入
の
部

科　　目 本年度予算額（A） 昨年度予算額（B） 比較増減額(A-B) 備　　　　　考
会費徴収 1,368,000 1,387,200 △19,200
　会費徴収 1,368,000 1,387,200 △19,200 2,400円×570人
事業収入 626,500 696,500 △70,000
　同窓会名簿 626,500 696,500 △70,000 名簿売り上げ
　会報諸収入 0 0 0
　そ の 他 0 0 0
雑収入 200,164 201,438 △1,274
　受取利息 164 1,438 △1,274 預金利息
　総会負担金 200,000 200,000 0 総会参加者会費
　雑 収 入 0 0 0
繰越金 965,236 159,862 805,374
　繰 越 金 965,236 159,862 805,374 前年度繰越金
繰入金 1,500,000 2,500,000 △1,000,000
　繰 入 金 1,500,000 2,500,000 △1,000,000 同窓会積立金より
合　　　計 4,659,900 4,945,000 △285,100

◎
支
出
の
部

科　　目 本年度予算額（A） 昨年度予算額（B） 比較増減額(A-B) 備　　　　　考
会務費 600,000 500,000 100,000
　会 議 費 400,000 300,000 100,000 役員会
　事務局費 30,000 30,000 0 事務局費手当
　旅費交通費 10,000 10,000 0
　通 信 費 5,000 5,000 0 役員会通知郵券
　慶 弔 費 130,000 130,000 0 餞別、香料、祝儀
　需 用 費 5,000 5,000 0 封筒、ファイル等
　備 品 費 0 0 0
　雑 　 費 20,000 20,000 0
事業費 1,595,000 1,710,000 △ 115,000
　総 会 費 30,000 30,000 0
　報 償 費 100,000 100,000 0 証書ホルダー
　指導奨励費 400,000 500,000 △ 100,000 部活動県大会以上
　通 信 費 5,000 5,000 0 郵便料
　使 用 料 5,000 5,000 0
　消耗品費 5,000 5,000 0
　広 報 費 50,000 65,000 △ 15,000
　人 件 費 1,000,000 1,000,000 0 同窓会事務職員
会報発行費 1,805,000 2,005,000 △ 200,000
　会報作成費 1,700,000 1,900,000 △ 200,000 会報印刷
　通 信 費 5,000 5,000 0
　編 集 費 100,000 100,000 0 会議費
同窓会名簿費 626,500 696,500 △ 70,000
　同窓会名簿費 626,500 696,500 △ 70,000 名簿発行費
予備費 33,400 33,500 △ 100
　予 備 費 33,400 33,500 △ 100
合　　　計 4,659,900 4,945,000 △ 285,100
※科目間の流用を認める。

＊＊　平成21年度　静岡県立沼津城北高等学校同窓会　一般会計　決算書　＊＊
　収入総額 4,937,042円  支出総額 3,971,806円  差引残額 965,236円（次年度へ繰越）（単位：円）

＊＊　平成22年度　静岡県立沼津城北高等学校同窓会　一般会計予算書（案）　＊＊
収入総額 4,659,900円　支出総額 4,659,900円　差引残額 0円 （単位：円）

上記のとおり報告します。
平成22年３月31日　　平成21年度　静岡県立沼津城北高等学校同窓会一般会計
　　　　　　　　　　　　会　　長　渡邉　忠昭	
監査報告
上記の決算について証拠書類、出納簿を精査したところ、適正かつ正確に処理されていることを認めます。
平成22年４月22日　　平成21年度　静岡県立沼津城北高等学校同窓会一般会計	
　　　　　　　　　　　　監事　渡邉　勝　　勝又美亘	

　本会では、同窓会ホームページを2005年11月に開設いたしました。同窓会・学校情報の発信はもちろん、会員間の
情報交換等の場として是非活用していただきたいと思います。つきましては、皆様にホームページのバナー広告掲載・
個人協賛金のご協力をお願いすることにより、このサイトの管理・運営経費を賄いたいと考えております。
　どうぞこの旨ご理解いただき、「バナー広告」「個人協賛」にご協力賜りますようお願い申しあげます。
　＊バナー広告　�会社などのPRのページを作成。会社HPのリンク貼付もできます。　同窓会員のアクセス上昇中！
　　　　　　　　年間一律　10,000 円（税込・年間契約）　　　　　　　
　＊個人協賛　　�HP 運営費に協力してくださった方の御名前を紹介。
　　　　　　　　年間　　　3,000 円
　広告料金・個人協賛金は、指定口座振込。振込手数料は別途お支払い願います。同窓会総会会場にて、お申し込み
受付いたします。詳細お問い合わせ、正式なお申し込みにつきましては、以下にご連絡ください。
■お申し込み及び問い合わせ先
　同窓会ホームページ　http://www.matsugao.com＜お問い合わせ＞より
　〒410−0012	 静岡県沼津市岡一色875
	 静岡県立沼津城北高等学校同窓会ホームページ事務局
	 　局　　長　榊原正秋（昭35園）
	 　ＨＰ管理　帯金　潔（昭54普）草場友光（平11普）鈴木順子（昭55普）
	 　学校情報　佐藤和雄　稲葉十記　（学校）055−921−0344
同窓会HPにて、随時情報発信中！
掲示板　要チェック！
　同窓生が連絡をとりあえる会員制コミュニティサイト
　ミクシィ「沼津城北高校」コミュニティ（現在登録者数810名）
　登録者には、同窓会HP事務局より情報発信中です！
　是非ご登録ください！

■バナー広告協賛各社 
有限会社緑香苑
ＪＡなんすん
有限会社東静造園土木
加々見園
時之栖
杉田農園
ホテル沼津キャッスル

2010年4月現在

■個人協賛協力者名
中 村 喜 六（昭20一）
内 田 逸 雄（昭30園）
勝 又 美 亘（昭34農）
榊 原 正 秋（昭35園）
長 沢 義 隆（昭43普）
松 井 則 義（昭43普）
小 早 川 廣 幸（昭43普）
有　志　　　（昭43普）
深 澤 貞 博（昭49普）
橋 本 慎 一 郎（平４普）

同窓会ホームページ　バナー広告・個人協賛ご協力のお願い         

◎
支
出
の
部

科　　目 予算額 流用増減額 予算現額(Ａ) 決算額(Ｂ) 比較増減額(A-B) 備　　考
会務費 500,000 100,000 600,000 567,100 32,900
　会議費 300,000 100,000 400,000 384,215 15,785 役員会
　事務局費 30,000 0 30,000 0 30,000 事務局費手当
　旅費交通費 10,000 0 10,000 0 10,000
　通信費 5,000 0 5,000 3,885 1,115 役員会通知郵券
　慶弔費 130,000 0 130,000 179,000 △49,000 餞別・香料・祝儀
　需用費 5,000 0 5,000 0 5,000 封筒・ファイル等
　備品費 0 0 0 0 0
　雑費 20,000 0 20,000 0 20,000
事業費 1,710,000 △100,000 1,610,000 1,292,745 317,255
　総会費 30,000 0 30,000 0 30,000
　報償費 100,000 0 100,000 107,460 △7,460 証書ホルダー
　指導奨励費 500,000 △100,000 400,000 199,000 201,000 部活動　県大会以上
　通信費 5,000 0 5,000 520 4,480 後納郵便料
　使用料 5,000 0 5,000 0 5,000
　消耗品費 5,000 0 5,000 0 5,000
　広報費 65,000 0 65,000 0 65,000
　人件費 1,000,000 0 1,000,000 985,765 14,235 同窓会事務職員
会報発行費 2,005,000 0 2,005,000 1,592,961 412,039
　会報作成費 1,900,000 0 1,900,000 1,590,391 309,609 会報印刷代
　通信費 5,000 0 5,000 2,570 2,430
　編集費 100,000 0 100,000 0 100,000 会議費
同窓会名簿費 696,500 0 696,500 519,000 177,500
　同窓会名簿費 696,500 0 696,500 519,000 177,500 名簿発行費
予備費 33,500 0 33,500 0 33,500
　予備費 33,500 0 33,500 0 33,500
合　　　計 4,945,000 0 4,945,000 3,971,806 973,194

積立金 20年度積立金 21年度利息 21年度同窓会繰入金 21年度残金
13,797,084 23,455 2,500,000 11,320,539

【三輪車世界選手権出場】
沼津城北高校同窓会有志が、平成21年7月25日に富士ス
ピードウェイで行われた三輪車世界選手権に参加しました。
日経MJ新聞（７月24日掲載）の取材も受けました。
昨年の総会で、参加資金の御協力をしてくださった方々あ
りがとうございました。
同窓会HPで写真＆動画が見られます。是非御覧下さい。
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心
掛
け
て
い
た
こ
と

白
百
合
女
子
大
学
国
語
国
文
学
科
　
　
　

荒
井
未
来

　

三
年
生
に
な
っ
て
す
ぐ
に
『
受
験
生
』

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
私
に
と
っ
て
大
学
受
験
は
ま
っ
た
く

想
像
が
つ
か
な
い
も
の
で
、
実
感
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
私
で
す
が
、
進

路
を
決
定
す
る
ま
で
に
心
掛
け
て
い
た
こ

と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
毎
日
の
授
業
を
大
切
に
す

る
こ
と
で
す
。
文
理
さ
ま
ざ
ま
な
授
業
を

通
し
て
、
関
心
を
持
っ
た
も
の
に
積
極
的

に
取
り
組
む
う
ち
に
、
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
が
自
然
と
は
っ
き
り
し
て
き
ま
し

た
。
私
は
古
典
の
授
業
を
通
し
て
古
語
に

興
味
を
持
ち
、
日
本
語
に
つ
い
て
専
門
的

に
学
び
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
授

業
で
得
た
知
識
は
、
受
験
勉
強
の
基
礎
と

し
て
必
ず
役
立
ち
ま
す
。
０
か
ら
自
力
で

理
解
す
る
に
は
時
間
が
か
か
る
の
で
、
授

業
で
学
ん
だ
こ
と
を
繰
り
返
し
学
習
し
て

身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。

　

二
つ
目
は
、
大
学
に
つ
い
て
調
べ
る
こ

と
で
す
。
大
学
の
特
色
や
教
授
を
調
べ
る

こ
と
で
、
自
分
が
学
び
た
い
こ
と
を
学
習

で
き
る
環
境
の
整
っ
た
大
学
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
複
数
の
大
学
を
比
較
す

る
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

進
路
が
決
ま
っ
て
か
ら
は
、
合
格
に
向

け
て
ど
れ
だ
け
集
中
し
て
勉
強
で
き
た
か

が
鍵
に
な
り
ま
す
。
範
囲
が
広
く
て
焦
り

を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

小
さ
な
目
標
か
ら
少
し
ず
つ
達
成
し
て
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

少
し
で
も
、
こ
れ
か
ら
受
験
生
に
な
る
皆

さ
ん
の
参
考
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

大
　
学神

奈
川
工
科
大
学
応
用
化
学
部
　
　
　

佐
藤
　
巧

　

私
は
大
学
受
験
を
通
し
て
、
日
々
の
積

み
重
ね
の
大
切
さ
と
、
友
達
や
先
生
、
家

族
の
支
え
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。

　

私
は
大
学
を
受
験
す
る
こ
と
に
対
し
て

あ
ま
り
深
く
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
の
で
受
験
勉
強
を
始
め
る
の
も
遅
く
セ

ン
タ
ー
試
験
で
思
う
よ
う
な
結
果
を
残
せ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
セ
ン
タ
ー
の
直
前
で
は
友
達
と

毎
日
自
習
室
に
通
っ
て
、
猛
勉
強
し
ま
し

た
。
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
友
達
や
先
生
に

聞
き
、
周
り
の
人
に
支
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
多
く
の
受
験
生
が
思
っ
た
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
が
、
受
験
勉
強
を
早
く
始
め
て
お
け

ば
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
ま
だ
大
丈
夫

と
か
、
後
で
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
と
時
間

は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

す
。
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
と
勉
強
し
て
い
る
と
、

後
か
ら
た
く
さ
ん
勉
強
を
や
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
は
な
い
の
で
、
毎
日
続
け
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
残
念
な
が
ら
志
望
校
に
落
ち
て
し

ま
い
、
滑
り
止
め
に
通
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
今
で
も
後
悔
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
で
は
、
高
校
ま
で
と
は
違
い
自
分

の
こ
と
は
す
べ
て
自
分
で
や
り
ま
す
。
授

業
を
自
分
で
選
ん
で
単
位
の
こ
と
を
考
え

た
り
、
最
初
は
大
変
で
す
。
し
か
し
、
自

分
の
こ
と
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る
の
で
自

分
の
自
由
な
時
間
も
自
分
で
作
れ
る
の

で
、
高
校
ま
で
と
は
す
ご
く
違
い
ま
す
。

ま
だ
大
学
生
活
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の

で
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も

高
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
が
ん

ば
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
受
験

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
保
育
科
　
　
　

桒
原
江
梨

　

私
が
受
験
を
通
し
て
一
番
大
事
だ
な
と

思
っ
た
こ
と
は
、
日
頃
の
勉
強
の
積
み
重

ね
だ
と
思
い
ま
し
た
。
他
の
受
験
生
の
よ

う
に
、
塾
に
通
う
こ
と
も
な
か
っ
た
の

で
、
自
分
で
日
々
勉
強
し
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
、
城
北
高
校
入

学
に
あ
た
り
、
近
所
の
城
北
を
卒
業
し
た

先
輩
か
ら
『
一
年
生
の
時
か
ら
勉
強
し
て

お
い
た
方
が
い
い
よ
。
』
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
て
い
た
の
で
、
部
活
を
や
り
な
が

ら
も
、
宿
題
や
復
習
を
き
ち
ん
と
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
今
の
大
学
の

指
定
校
推
薦
枠
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
の
大
学
を
選
ん
だ
理
由
と
し
て
は
、

保
育
教
育
の
中
で
は
有
名
な
大
学
で
就
職

率
も
高
く
、
勉
強
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
充

実
し
て
お
り
、
社
会
に
出
た
時
に
即
戦
力

と
な
り
、
と
て
も
役
立
つ
と
知
人
か
ら
聞

い
た
か
ら
で
す
。

　

進
路
を
決
め
る
時
に
、
誰
も
が
知
っ
て

い
る
有
名
な
大
学
と
い
う
だ
け
で
受
験
す

る
の
で
は
な
く
、
今
自
分
が
何
を
一
番
勉

強
し
た
い
か
、
将
来
何
を
し
た
い
の
か
、

と
い
う
目
的
を
持
っ
て
、
大
学
を
選
ぶ
事

が
、
大
学
生
活
を
有
意
義
に
過
ご
せ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
実
習
な
ど
で
他
の
短
大
や
大
学
よ

り
も
休
み
が
少
な
く
、
忙
し
い
毎
日
で
す

が
、
新
し
く
で
き
た
友
達
や
今
ま
で
習
っ

た
事
の
な
い
授
業
内
容
に
新
鮮
さ
を
覚

え
、
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
自
分
な
り
に
努
力
を
続
け
、

大
学
に
行
か
せ
て
く
れ
た
親
に
も
感
謝

し
、
笑
顔
で
卒
業
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
21
年
度

育
英
資
金
御
寄
付
者
一
覧

卒
業
生
か
ら
の
手
紙
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美
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屋　
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雄
昭
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昭
45
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飯　

田　
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昭
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園
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昭
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昭
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園
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35
園
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昭
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富
士
男
昭
43
普

水町　靖（みずまち　やすし）平成11普卒
　沼津城北高校を卒業後、自動車整備専門校で整備士資格を取
得し、現在はネッツ静岡沼津店でサービスエンジニアをしてい
ます。３年前より、ネッツ静岡で参戦しているヴィッツレースに、
去年に続き今年もドライバーで参戦出来ました。決勝に進出し
まずまずの結果。82台中33位でした。

カーＮｏ. ４００を応援宜しくお願いします。

2009年10月23日沼津市民文化センターにて
　恒例の学校行事「芸術鑑賞会」において同窓生  斉藤佑介さん

（平成12年普卒）が主演しました。

『幸せな心』
　原案　べス＝ヘンリー「CRIMES OF THE HEART」
　脚本・演出　塩塚晃平
　出演　　　　斉藤佑介（平成12普卒）
　　　　　　　久保木秀直　榎木薗郁也　新紗　竹内　凛

撮影：西脇武志（平15普卒）

次回出演作 Kart Promotion プロデュース Vol.7『帰って来た蛍〜神々のたそがれ〜』
日程：2010年7月15日（木）〜 25日（日）　会場：草月ホール
脚本・演出  柿崎裕治　個人ブログ『サイト☆ユースケ』http://ameblo.jp/saitoyusuke/

撮影：草場友光（平11普卒）
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顧　　問 山　本　一　喜（昭29園）
【本部役員】
会　　長 渡　辺　忠　昭（昭42園）
名誉会長 勝　又　津久志（校長）
副 会 長 深　澤　貞　博（昭49普）

帯　金　　　潔（昭54普）
監　　事 渡　邉　　　勝（昭28園）

勝　又　美　亘（昭34農）
参　　与 吉　沢　忠　慶（昭28園）

内　田　逸　雄（昭30園）

榊　原　正　秋（昭35園）
柿　迫　芳　信（昭37園）
杉　本　武　満（昭37園）
歌　崎　　　勉（昭38園）
横　山　　　哲（昭44普）
葊　瀬　光　晴（平 3 普）

校内幹事 佐　藤　和　雄
稲　葉　十　記
長谷川　利　恵

同窓会役員名簿

転退職職員
氏　　 名 教  科 転  出  先
鈴木　良平 （校長） 富士宮東高校校長
浅川　典善（教頭・国語）川根高校（全）副校長
峯田　静代（事務長）退職
土屋　正之 （国語） 三島南高校（全）
松原　　昭 （数学） 退職
田中　一弘 （数学） 市立沼津高校（全）
湯川　珠輝 （英語） 浜松湖南高校（全）
吉村亜矢子 （主事） 御殿場特別支援学校
市川　一夫 （数学） 退職
谷口　邦彦 （保体） 退職
森田　龍彦 （音楽） 退職
安井進太郞（日本史）浜松商業高校（全）
杉本　利彦 （生物） 退職

定 期 人 事 異 動

転入職員
  氏　　 名 教  科   旧  任  校
勝又津久志 （校長） 富士高校（全）副校長
肥田　宏一 （教頭） 吉原高校（全）

教頭（地歴・公民）

菊池　尚士（事務長）県民部文化学術局国
民文化祭推進室主幹

高橋　英樹 （国語） 沼津工業高校（全）
岩田　文明 （数学） 御殿場南高校（全）
海老原　淳 （数学） 沼津市立門池中学校
大沼　英子 （英語） 沼津西高校（全）
西川　恵美 （主事） 沼津商業高校（全）
橋本　　至 （生物）
冨岡　佳久 （国語）
間々田正名 （数学） （沼津工業高校兼務）
小川　修平 （保体） （沼津工業高校兼務）
松村　　司 （生物）
米山　朋子 （音楽）

編集委員
渡辺忠昭、深澤貞博、帯金　潔
草場友光、佐藤和雄、稲葉十記
長谷川利恵

静岡県立沼津城北高等学校
同窓会ホームページ
http://www.matsugao.com

…………………………………………
ご連絡は〈お問い合せ〉より

　沼津城北高校も平成24年で創立百十周年を迎えようとしていま

す。先日、ＮＨＫより連絡があり、昭和初期、静岡からブラジルに渡っ

た静岡県立駿東農林学校時代の卒業生である西家佐登里さんのこと

についての取材をうけました。

　歌手であるブラジル出身のマルシアさんの祖父であることから昭

和初期の時代背景や家族の歴史を紐解く、「ファミリーヒストリー」

という番組の取材のためでした。この番組は夏期特集編集で平成22

年８月30日（日）、ＮＨＫ総合、夜10時からの放送を予定しています。

　又、創立百十周年記念事業として同窓会館兼生活館の建設の話が

動きだそうとしています。同窓生の活躍は歴史が語っています。

　今こそ城北高校同窓会「松ヶ尾会」は同窓生が中心になって、運

営及び活動する時が来ました。

編集後記 学校事務局　佐 藤 和 雄

注意注意 同窓会名簿の住所TEL等について沼津城北高校事
務室は一切、問い合わせはいたしておりません。

【合格先一覧】

国公立大学
学校名 人数

静岡大 3
都留文科大 3
山梨大 2
前橋工科大 2
奈良県立大 2
長岡技術科学大 1
富山県立大 1
山梨県立大 1

私立大学
学校名 人数

神奈川大 27
神奈川工科大 14
関東学院大 12
東海大 11
富士常葉大 10
拓殖大 7
静岡産業大 6
国士舘大 5
専修大 5
帝京大 5
産業能率大 5
湘南工科大 5
静岡福祉大 5
千葉工大 4
日本大 4
静岡理工科大 4
静岡文化芸大 4
工学院大 3

学校名 人数
創価大 3
東京工科大 3
常葉学園大 3
聖徳大 2
順天堂大 2
大東文化大 2
多摩大 2
東京造形大 2
東京農大 2
東洋大 2
鎌倉女子大 2
桐蔭横浜大 2
松蔭大 2
帝京科学大 2
浜松大 2
静岡英和学院大 2
愛知学院大 2
大阪芸大 2
流通経大 1
城西国際大 1
千葉商大 1
駒澤大 1
白百合女子大 1
東京女子体育大 1
日本獣医生命大 1
武蔵大 1
麻布大 1
東京工芸大 1
フェリス女大 1
東海学院大 1
中部大 1
名古屋商大 1

短大
学校名 人数

日本大短大部 5
静岡英和大短大 3
上智短 2
湘北短 2
東海大短大部 2
常葉学園短 2
静岡県大短大部 1
国学院北海道短 1
拓殖大北海道短 1
聖徳大短大部 1
淑徳短 1
創価女短 1

専門学校（看護医療系）
学校名 人数

静岡医療セ附静岡看護 7
沼津市立看護専 3
御殿場看護専 2
イムス横浜国際看護専門学校 1
静岡県立東部看護専 1
湘南平塚看護専 1
中央医療技術専 1
東海医療学園専 1
常葉静岡リハビリテーション専 1

企業など
マリア保育園 1
株式会社ファィブハンドレッドクラブ 1
㈱ボン・セジュール 1
㈲ビューティークイーン 1

専門学校（その他）
学校名 人数

静岡デザイン専 4
中央歯科衛生士調理製菓専 3
専・東京アナウンス学院 3
国際ペットビジネス専門学校 2
日本ナレーション演技研究所 2
沼津情報専 2
静岡県立沼津技術専 2
静岡県立農林大学校 1
キャリエールホテル旅行専門学校 1
国際ビジネス専門学校 1
東京フィルムセンタースクールオブアート 1
東京メディカル・スポーツ専門学校 1
東京総合美容専門学校 1
東京電子専門学校 1
梨花女子大学校言語教育院 1
静岡工科専 1
日本工学院八王子専 1
高山理容美容総合専 1
武蔵野調理師専 1
横浜ビューティーアート専 1
東京誠心調理師専 1
大原簿記専（静岡） 1
国際観光専（熱海） 1
バンタンデザイン研究所 1
横浜ｆカレッジ 1
専・日本デザイナー学院 1
東放学園専 1

公務員
沼津市消防 1

【進路先概況】

校　　種 男 女 計
国公立大学 9 2 11
私立大学 66 33 99
所管外 0 0 0

大学計 75 35 110
国公立短大 0 0 0
私立短大 2 18 20

短大計 2 18 20
医療看護系専 1 13 14
その他専門学校 17 21 38

専門計 18 34 52
就職 1 4 5
その他 10 1 11
計 106 92 198

平成21年度
進路の概要

進路指導課


